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Abstract
In this research, being aware of problems of the necessity to clarify how 
dance classes should be conducted in order to encourage study through 
voluntary learning continuing with lifelong education in mind, modern rhythm 
dance were conducted for university students. A survey of university students 
who had had no dance experience before entering university other than in 
health or physical education classes was conducted. Survey results were 
analyzed and reviewed with the purpose of clarifying factors that promote 
participation in dance after classes. As a result, two points of conclusion were 
obtained: “Holding recitals and their planning,” and “Peer relationships leading 
to results （recitals）.” Future topics on investigating a sense of group efficacy 
in learning dance were also obtained. It is thought that the results of this 
research met the purpose of a course of study for lifelong education, and that 
it is meaningful to present findings that are useful in the application of dance 
instruction.
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１．諸言
学習指導要領にも謳われているように、生涯教育への連続性を念頭に置
くことは、学校期のダンス教育の在り方を考えるうえで重要である。学習
者が自主的に取り組むような学習過程の構築、つまり、自発的な学び方の
学習を促すようなダンスの授業はどうあるべきかを明らかにしていくこと
は急務であろう。それ故、拙稿（内山，2015）では、ダンス経験のない
大学生のダンス発表会への参加意思をフロー感覚から予測し、大学生活に
おけるダンス活動を促進する要因を明らかにすることを目的として調査を
行った。その結果、生涯教育への連続性を考えたダンス授業をする際に
は、フローの生起条件を満たすことの重要性が示された。また、中学校・
高等学校の保健体育授業における現代的なリズムのダンスの経験が、その
後のダンス学習意欲を高めることが示唆されている（林田ほか，2019）。
そこで、本研究では、大学生に現代的なリズムのダンス授業を行い、大
学入学時以前に保健体育の授業以外のダンス経験のない大学生を対象に調
査を行い、フローの生起条件以外で、授業後のダンス参加を促進する要因
を明らかにすることを目的とした。具体的には、本学の前期に開講されて
いる授業である「ダンスⅠ」を受講した者の中で、後期に引き続き「身体
運動演習（表現運動）」を選択した受講者の受講理由を検討し、学習者の
ダンス学習後のダンス活動への参加に影響を及ぼす要因を明らかにし、今
後の授業づくりに役立てることを目的とした。この研究によって、学校期
のダンス授業受講後のダンス参加や継続の予測変数が認められることは、
生涯体育を謳う学習指導要領の目的にも叶うものであり、ダンス指導への
応用に有用な知見を提示する意義があると考える。
２．研究方法
２．１．調査対象と調査方法
平成30年度白鷗大学教育学部スポーツ健康専攻で開講された「身体運
動演習（表現運動）」受講生60名に対し、授業担当者を介して調査票を配
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布し、調査の趣旨や個人情報の保護について説明し、調査の同意を求め得
た後、回答は無記名式で行われた。実施時間は10分であり、回答終了後、
担当者によって回収された。経験の有無や経験年数など、ダンスの学習意
欲は、学習動機以外の要素が大きく関与していることが予想されるので、
過去の授業以外（ダンス部活動・スタジオレッスン等）のダンス経験者12
名は分析対象から除外した。よって、分析対象者は中、高校での保健体育
の授業でのダンス授業以外のダンス学習経験のない受講生48名（男性20
名、女性28名）となった。
２．２．調査対象授業
平成30年度前期に開講された「ダンスⅠ」の受講者は130名であった。
「身体運動演習（表現運動）」を受講した60名は、「ダンスⅠ」の授業を受
けて後期の「身体運動演習（表現運動）」の受講を決定していることが予
想される。「ダンスⅠ」の授業は、以下の通りに計画、実践された。
（１）単元計画（時間計画・全15時間）
以下の表１のような単元展開を構想した。表２には、２～７時間目に配
列されている授業の１例（２／15時間目）を示した。
表１．学習計画
【単 元 名】 現代的なリズムのダンス：ヒップホップ＆ロックダンス
【指導学年】第１学年
（１） 自己の能力に適した課題を選択し、課題解決に向けて、意欲的・計画的に取
り組むことができる。
（２） 適切な課題に基づき、安全に配慮し、資料の活用や学習の進め方を工夫して
課題解決を図ることができる。
（３） 自己の能力に適した課題を解決し、能力等に応じた技能を身につけダンスの
楽しさや喜びを味わうことができる。
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時間 学習内容
１
１．オリエンテーション
　・学習内容の説明
　・学習の目標を知る
　・学習の進め方を知る
　・グループ編成
2～7 ２．３つのダンスにチャレンジ：みんなで課題を解決しよう！
8～9 ３．習得した技・ステップと構成の工夫を基にして作品作り
10～13 ４．発表会へ向けての練習
14 ５．発表会
15 ６．振り返り
表２．第２時間目／全15時間
本時のねらい
チャレンジの仕方を理解した生徒たちが、「マスターピース」「クラップ」な
どの運動を知り、仲間と共にダンスの行い方を考えたり、互いを見合って他
者への賞賛や励ましの活動を行うことを通して、仲間と共に踊る一体感や達
成感を味わう。
段階（時間） 学習の内容と活動 指導上の留意点 評価
導入
５分
● 集合・出欠・健康状態
の確認
・元気に挨拶をさせる。
〇 本時の見通しを持てた
か。● 学習ノートの配布と使
い方の説明
・ ノートの記入方法を理
解させる。
展開
80分
● 本日のチャレンジ課題
１の説明
・ 教師の師範（または視
聴覚教材を使い）で、
課題となる動きとコン
ビネーションを理解さ
せる。
〇 二人で話し合いながら
楽しく運動することが
できたか。
・ マスターピース：ペア
で完成：その１！
●課題解決活動
・ 解決方法は自分たちで
考えさせる。
● 本日のチャレンジ課題
２の説明
・ 教師の師範（または視
聴覚教材を使い）で、
課題となる動きとコン
ビネーションを理解さ
せる。
〇 チーム全員で話し合い
ながら楽しく運動する
ことができたか。
・ クラップコンビネー
ション：チームで完
成！
●課題解決活動
・ 解決方法は自分たちで
考えさせる。
●グループ練習 〇 達成感や一体感を味わ
うことができたか。●成果発表
整理
５分
●学習ノートの記入
・ 学習ノートの記入と自
己評価をさせる。
〇 本時を振り返り、自分
の思いを学習カードに
記入できたか。●挨拶
・ 姿勢を正して挨拶をさ
せる。
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（２）教材配列と指導上の工夫
各時間の教材配列は表３のように設定した。
表３．達成課題
２時間目／15時間 ３時間目／15時間 ４時間目／15時間 ５時間目／15時間 ６時間目／15時間 ７時間目／15時間
・ノックコンビネーション ・ナイフ ・マスターピース ・スキータコンビネーション ・ボックス ・スネーク
全員で揃えよう！ ・スクービードウ ペアで完成：その１！ シンメトリに挑戦！ ・クロスターン ・スケート
・ポイントコンビネーション ・ロック ・クラップコンビネーション ・６ステップ ・スマーフ ・スクエアラン
カノンに挑戦：その１！ ・クロスハンド チームで完成！ 隊形変化に挑戦：その１！ 隊形変化に挑戦：その２！ ペアで完成：その２！
カノンに挑戦：その２！ （線→〇→十文字）（一列→二列→三列）
８時間目／15時間 ９時間目／15時間 10時間目／15時間 11時間目／15時間 12・13時間目／15時間 14時間目／12時間
・ランニングマン ・作品作り ・作品作り ・作品作り 発表会へ向けての練習 発表会
・パドブレ ユニゾンを採り入れる 隊形移動を工夫する
・ポップコーン（横）
・ポップコーン（縦）
ラストポーズを考えよう！
拙稿（内山，2015）でも説明した通り、以上の単元計画と教材配列は、
主に、Deci（Deci, 1991，pp.237-288）の認知的評価理論、チクセントミ
ハイ（チクセントミハイら, 2009,ｐ.234）のフロー理論に拠る、「興味」
や「注意を向ける」という心的エネルギーによって開始される内発的動機
づけ理論に基づいて、１）男女ともに学習者が興味、関心を持てるような
魅力ある教材であること、２）楽しさの生起条件を満たす授業であるこ
と、３）自律性が保証されること、４）仲間と協力して達成する挑戦課題
があること、の４点を視点として作成した。
第１に、ダンスの授業の中でも「生徒の興味関心が高い」「踊る楽しさ
を体験させやすい」（中村ら，2002，2005）こと、ダンスに対する好意や
有能感に性差がない（内山，2014）ことからヒップホップとロックダン
スを教材として採択した。第２に、楽しさ（フロー）生起条件として、①
取り組む課題の目的・目標を学習者が確実に理解できる、②学習者一人ひ
とりが自分の能力に合った最適なレベルの課題に取り組むことができる、
③自分がどのようにその課題をこなしているのかを学習者自身が瞬時に確
認できること、授業システムに組み込んだ。第３に、教師からの一斉指導
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よりもグループでの課題解決の時間を多くし、練習方法は自分たちで考案
することを強調した。評価されたいポイントはグループで考案させ、観
客（生徒）や教師は発表会時にそれを各グループの評価のポイントとし
た。第４に、毎回の授業では、必ず２人組、３人組のルーチンを採り入れ
たり、グループで話し合わなければならない課題（表３中太字部分）を与
えた。同時に、踊り終わった時点でハイタッチをさせる、互いを評価させ
る、互いのダンスや課題への取り組みの良いところをあげさせるなど、よ
り良い関係性を構築するための手立ても講じた。以上の内容の詳細につい
ては、拙稿（内山，2015）を参照されたい。
２．３．調査時期
平成30年９月24日
２．４．調査授業
平成30年度「身体運動演習（表現運動）」全15回の授業のうちの第１回
目授業である。授業開始すぐの10分を使って調査をした。
２．５．調査内容
１）身体運動演習（表現運動）を受講した理由に関する項目
質問は、「身体運動演習（身体表現）を受講した理由を記述してください」
であった。自由記述形式での回答を求めた。
２．６．分析方法
IBM社のSPSS Text Analytics For Surveys 3.0 Japaneseを用いて、質問
項目の自由記述に対してテキストマイニングを行い、各項目のキーワード
の頻出度から対象者の回答傾向について分類した。デフォルト操作では単
語レベルに分解されたが、より解釈しやすくするため、同義および類義で
ある単語をカテゴリー化し、係り受け関係を考慮して単語同士を文意が損
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なわれない程度に結び付ける作業を行った。さらに、各カテゴリーの出現
頻度と表現同士の共変関係（共通性）をサークル上の関係図によって図示
することで、分類したカテゴリー間の関係を視覚的に捉えることにした。
なお、各カテゴリーの出現頻度の下限は、先行研究より各質問項目におけ
る有効回答数の５％と設定した（山西，2011，pp.110‐124）。
３．結果
３．１．履修の動機
各カテゴリーの出現頻度を図１に示した。「授業」「ダンス」「履修」「前
期」「後期」「ダンスⅠ」など、対象者が共通して使用するカテゴリは抽出
しなかった。
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得られたワードを出現率の高い順に分類していくと、「情意（楽しかっ
た、楽しい、好き、興味がわく、面白い、すごい、良い、かっこよい、達
成感・嬉しい）」が最も高い値を示し、「授業形態（発表会、作品、ショー）」
が次に高い出現率を示した。「人間関係（みんなで、先輩、仲間、グルー
プ、友達）」、「学習方法（コミュニケーション、教えてもらう、教えあう、
完成させる、作り上げる）」、「学習意欲（挑戦、がんばる）」を示す３つの
カテゴリーは、前者ふたつのカテゴリよりはやや低いものの、ほぼ同等の
割合で出現したと言える。なお「先輩」というワードが挙げられているの
は、「ダンスⅠ」において、授業補助者としてダンス部の学生をサポート
に入れたことが印象に残っているためと思われる。
情意に関するキーワードである「楽しかった」は最も出現頻度が高く、
89.6％（女子92.3％、男子85.0％）に及んでいる。「ダンスⅠ」は、受講者
にとっては楽しさを保障したと言え、その楽しさが受講者の履修動機と
なったと言えるだろう。運動参加と継続には内発的動機づけとしての運
動の楽しさ体験が重要という考えを支持する報告（SSF笹川スポーツ財団
2002）が多いこと、学習者が笑顔で楽しく学ぶ姿は教員が願う学習者の
姿であり、現行の学習指導要領においてもなお基本的な考え方の拠りどこ
ろとなっている（越川2013）ことからも、生涯教育への連続性を考えた
ダンス教育を想定するならば、どのようにして楽しさを保障するかを考え
ることは重要であるだろう。それ故、情意（特に楽しさ）に関するカテゴ
リとその他のカテゴリの関連を分析する必要があると思われる。
３．２．共起分析
「楽しさ」を核として、他のカテゴリーもしくはワードがどのように関
連するかをグラフにして、図４、図５、図６、図７に示した。
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図４．Webグラフ：共通回答５以上
 
 
 
図５．カテゴリ別：楽しかった（43）（共通回答３以上）
図６．カテゴリ別：楽しい（27）（共通回答３以上）
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図７．カテゴリ別：楽しかった（43）（共通回答２以上）
図４、５、６の通り、最も出現回数の多い「楽しかった・楽しい」は、
特に「発表会」と同時に使われることが多いことがわかる。このことか
ら、受講者の履修動機には「発表会」への期待または思い出が影響してい
ることが推測される。この「発表会」については、二つの意味がある。ひ
とつは、この調査以降に行われる「身体運動演習（表現運動）」の最後に
照明付きの大規模な発表会が用意されていることが履修動機となったとい
うことである。例えば、「発表会という大舞台でできることを知っていた
ので、挑戦したいという気持ちから履修しました」、「一般公開の発表会が
あることを知ったので楽しそうだと思いました」、「照明有のステージで踊
れる機会はそんなに多くないと思ったし、みんなで頑張って一つのショー
を完成させる達成感を味わえると思った」、「大勢の観客の前で全力で踊っ
てみたい」、「先輩から発表会がとても楽しいと聞いてやってみたいと思っ
た」、「昨年のダンス発表会の動画を見てすごくかっこよかったので自分も
出たいと思った」、「昨年のダンス発表会のビデオを見て自分も大きなス
テージでクオリティの高いパフォーマンスをやりたいと思った」などの記
載がそれに関するものである。
もう一つは、本調査以前に実施された「ダンスⅠ」の授業での発表会の
体験が履修動機になったとするものである。例えば、「見ている人が言葉
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をかけてくれる時、達成感を感じた」、「発表会のような素晴らしい演出で
踊れた時が一番楽しかった」、「各自が練習してステージの上でそろって楽
しく踊れたりするショーは楽しい」、「発表会でキマッたりして、みんなで
喜ぶのが楽しい」、「他のチームのダンスをみたりすることも好き」、「最後
の発表会では、全員の動きがうまくいき、歓声があがるのがとても気持ち
よく楽しかった」、「拍手をもらえるうれしさが心地よかった」、「発表会前
には、空いているスペースでみんなで一緒に練習したりと仲も深まり、そ
れが嬉しかった」、「授業の中とは思えない絆や本番に向けた意識が高めら
れていきました」といった記載がそれに関するものである。
これらのことを考えると、授業の成果を披露する発表会の設定は楽しさ
を保障するためには不可欠な要素であると言える。記載内容からは、一つ
一つのステップをマスターするという小目標は、発表会の成功という大目
標があるからこそ達成する意義があると感じられていることも読み取れ
る。それも、ただ、スペースを用意するだけでなく、動機づけを高めるよ
うな工夫をする必要がある。本学のダンス学習室は充分な照明器具が設置
されており、それらの演出が学生たちを楽しませ、ダンス学習への動機づ
けを高めていることは明らかである。中学校、高校においても、発表会の
時にはステージの後ろにきれいな幕を張る、簡易でも良いので照明を用意
する、観客（校長、授業担当者以外の教職員、保護者など）を招くなど、
工夫を凝らすと良いと思われる。本学ダンス部学生が授業サポートに行っ
ている中学校では、１、２年生が授業でマスターしたダンス作品を大勢の
観客が集まる「卒業生を送る会」で披露しており、そのことがダンス学習
意欲を高めている。運動会とダンス授業を組み合わせる事例は多いが、そ
のように学校行事とダンス発表会を関連させることで、生徒たちのダンス
学習への動機づけを高めていることは十分考えられることである。
図４より、「楽しかった」は「達成感・嬉しい、みんなで、完成させる・
作り上げる」と、図５より、「コミュニケーション、友達」と同時に使わ
れることが多いことがわかる。また、図８より、「楽しかった」は「頑張
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る」と同時に、「頑張る」は「みんなと」「達成感・嬉しい」と同時に使わ
れることが多いことがわかる。これまでの研究（西田ら1990、西田1991）
によると、体育学習での直接的な対人関係（体育教師との関係、友人関
係）の変数が、体育における学習意欲と強い関連性を持つことが示されて
いる。特に、成功・能力向上への感情と友人関係との間には関連が認めら
れている（西田ら1993）。このことから、仲間と共に課題に取り組み成果
をあげることが楽しさを保障すると思われる。
受講者の回答を見ると、「最後の発表会の時、ずっと練習していたダン
スがみんなとうまく合わせることができて成功したと感じた時にとても
楽しいと感じることができた」、「みんなで、難しそうな振り付けのコツ
ややり方を教えあってできるようになった時の達成感が楽しかった」「み
んなで振りがそろった時です」「たとえできなくても、できるまでの道の
りだったり、みんなと話し合いをしている時、練習している時、それがで
きるようになった時、みんなで何かをしている時は、ダンスがすごく楽し
いって思えました」「難しいふりでもみんなで頑張って練習したり、それ
によってみんなでできた達成感が得られたからです」「ダンスを踊るのに
あたっていろいろなステップがあり、できなかったステップを練習してで
きるようになった時のうれしさ、そして全員で踊り切った後の達成感がす
ごい自分の中で楽しかった」「できないことをたくさん練習して、できる
ようになった時や、みんなで１つのものをつくりあげたときに達成感とう
れしさを感じる」「大学の授業のダンスは、常に全員が全力でやり、とて
も楽しかったです」「難しさがある中でできるようになった時に楽しさを
感じる。仲間と教えあい、高めあうことがとても楽しいと感じた」「教え
てあげた人ができるようになったり、自分ができるようになったりするの
がとても楽しかった」「みんなと踊り切ったときの達成感が本当に楽しい
と思うから」「できるようになっただけでなく、みんなとやることで生ま
れる一体感が好き」といった記載がそれに関連するものである。みんなと
成果をあげたという、いわば集団有能感のようなものが、次の課題に挑戦
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しようと思う集団効力感につながるのではないかと考えられる。ダンス学
習における集団効力感の検討を次の課題としたい。
３．３．コレスポンデンス分析
コレスポンデンス分析の結果を図８に示した。特異値は、第１次元で
0.662、第２次元で0.622、第２次元までの累積寄与率が0.230である。イ
ナーシャの寄与率から、第２次元までで元のデータの21.3％を説明してい
ることがわかる。
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図８．「身体運動演習（表現運動）を履修した動機」の布置図
回答者の布置図をみると、大きく５つのまとまりとしてとらえられる。
なお、性別による違いは認められなかった。最も原点に近い①のグルー
プは、「楽しかった・楽しい」「発表会」「達成感」「興味がわく・面白い」
「がんばる」などが履修動機となっていることが認められる。また、②の
202
内　山　須美子
グループは「教えてもらう・教えあう」、③のグループは、「友達や先輩」
「挑戦したい」、④のグループは、「みんな（グループ）でひとつの作品を
作り上げる」、⑤のグループは、「仲間とのコミュニケーション」などを履
修動機として挙げている。
このことから、「①仲間と共に発表会参加を目指して頑張ることが楽し
かったあるいは楽しそうだ」ということを履修動機としている受講者がメ
ジャーであることがわかる。その他に、①よりは小さな集団として、「②
教師からダンスを教えてもらうこと、仲間との教えあい」を期待して履修
している学生、「③仲間関係（共に挑戦する・共に作品を作り上げる）」、
最も小集団として「④仲間とのコミュニケーション」を履修動機としてい
る集団も認められた。①と③については共起分析の項で述べた通りであ
る。
②に関する感想としては、「先生や先輩たちが一生懸命教えてくれた」
「先生や先輩方がかっこよく踊っているのを見てダンスがやりたいと思っ
た」「先生の教え方が好きでもう一回学びたいと思った」「教えてくださっ
た先生や先輩方の印象だったりも良く、また教わって、楽しくかっこよ
く踊りたいとおもったから」「指導を受けることにより、徐々に上達する
ようになり、楽しさを感じるようになりました」「友達と教えあったり、
協力して考えたりするのが楽しい」「仲間と教えあい、たかめあうことが
とても楽しい」「仲間や先生、先輩がアドバイスしてくれたり、教えてく
れたりしてくれて頑張ろうって思った時」「わからない人に教えたり、自
分のできないところを友達や先輩に教えてもらったりするのがとても楽し
かったです」「みんなでフリを覚えるだけでなく、いかにうまく、きれい
に見えるか、考えたりするのが楽しかった」という記載がそれに関するも
のである。
同様に、少数グループではあるが、④については、「仲間とのコミュニ
ケーションをとったときなどがすごく楽しいと感じた」「知らない人と話
せてコミュニケーション力が上がったと感じた時」「ダンスを通して仲間
203
ダンス学習後のダンス活動への参加に影響を及ぼす要因
とのコミュニケーションを養いたいと心から思った」「仲良くない人（初
対面）と同じグループになり、強制的（自然）にコミュニケーションを
とり、人脈が広がる嬉しさもあった」「ダンスを通しての友人とのコミュ
ニケーションが楽しかった」「前期にダンスの授業をして、あんなにしっ
かり振りを覚えて、練習して、いろいろなジャンルのダンスを踊ったのは
初めてで、本当にとても楽しくて仲間ともよりコミュニケーションが取れ
るようになりました」「前期にダンスを履修した時に、とてもダンスが楽
しいと感じ、仲間とのコミュニケーションや体を動かす良い機会になった
ことがきっかけ」といった記載がそれに関連するものである。グループフ
ローは構成員のレベルが同等であり活発なコミュニケーションがなされる
時に発生する（ソーヤー,2009，pp.66-70）ことからも、教師の印象や教
え方、コミュニケーションを活発にする、仲間との教えあいをより良いも
のにする手立てが重要であることが確認されたと言えるだろう。
なお、男女で層別を試みたがグループが形成されているようには見えな
かった。
３．４．まとめ
ダンス授業で感じられる楽しさが、次のダンス活動への参加動機となる
ことが理解され、運動参加と継続には内発的動機付けとしての運動の楽し
さ体験が重要とする考えを支持する結果となった。その楽しさを支える要
因として、授業形態の中の「発表会」を工夫、充実させる必要があること
が示唆された。また、集団による有能感あるいは効力感が次のダンス活動
への参加の要因になることが示唆され、今後の検討課題として残された。
さらに、ダンスの履修動機に関する５つのグループが認められた。その中
からは、「教師の印象と教え方」「コミュニケーション」「仲間同士の教え
あい」をより良いものにして行く手立てが重要であることが確認された。
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４．結論
本研究では、生涯教育への連続性を念頭において、自発的な学び方の学
習を促すようなダンスの授業はどうあるべきかを明らかにしていく必要が
あるという問題意識から、大学生に現代的なリズムのダンス授業を行い、
大学入学以前に保健体育の授業以外のダンス経験のない大学生を対象に調
査を行い、授業後のダンス参加を促進する要因を明らかにすることを目的
として、調査結果について分析と考察を行った。その結果、「発表会の開
催とその工夫」「成果（発表会）に向かう仲間関係」の２点を結論として
得るとともに、ダンス学習における集団効力感の検討を今後の課題として
得た。本研究の結果は、生涯体育を謳う学習指導要領の目的にかなうもの
であり、ダンス指導への応用に有用な知見を提示する意義があると考え
る。
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